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津波によ る 地 域 農 畜 産業の被災の記録一宮城県名取市

松木洋一本

1 宮城県の津波被害の状況

東長本大震災によって地震，津波，東京電力・福

島第一原子力発電所事故による放射能汚染の3つの

災害が起きたが，ここでは主として津波災害の実態

について宮城然名取市を対象として取り上げる。

被害の状況

宮城県の津波被害は県土の 4.5%にあたる

32， 700haが浸水し，最大内陸 5kmまで津波が到達

し，津波の高さは，最高で、平野音1¥では 10m以上，

リアス式海岸では 20m以上が記鈍されており，石

巻市鮎川では 7.7m，名取市~tl上漁港付近で、は 6~

8mと推定された。津波による農地への被25は，

森県，岩手県，宮城県，福島県，茨城県，千葉県の

6 !!f~に及ぶが，この 6 県の全耕地面積 90 万 900ha

のうち津波による流失や冠水などの被害を受けた

農地推定問積はその 2.3%，23，600haである。その

r:1"でも宮城県が 15，002haと総被害面積の 64%と最

も多くを占め，それは県全体の農地面積の 11%にあ

たり，とくに水間が被害の 8訴を点めた九県内の

被害農地面積が大きかった市i町村は，五四111]¥仙台市，

石巻市，仙台市， [11元町，名取$で，とくに仙台市

以南の被害が広大で、あった。市町村の被害面積率で

は七ヶ浜11りが 90%強，山元町，瓦理IIIJは 80%弱と

111]‘内の農業に壊滅的な打繋を与え，~取市も市域農

地の半分が流失ないし冠水を受けた。

大震災による人的被害においても最も大きかっ

た宮城県では，死者数が 9，490人(10月間日

発表ー)，行方不暁者数が 2，058人で、あり，名取市で

は死者数が 911人(8)~ 31日現在)，行方不明者数

76名である。岩手県(間，死者数 4，664人行方不明

者数 1，524人)，福島県(開，死者数 1，604人行方不明

い fJ在日本大波災(llti皮)による淡地のjji，定波宮i副総jfた林水I'ii

完封統日1-;'丹1・1長村J夜空各局平成 23"1二 3JJ 29 1] f i'ltj皮没7j(;)ilW~の

七上位手II JIj別 1在iWについてJ 悶 btlJ JJI![iえ "l~fìJ之 23 年 1 月 18 日

ネオランダ・ワーへニンゲン大学研究センタ一社会科'学グループ〈

'存立研究fL日本紋i乏生命科学大学名将教授 (Y oichi Matsukil 

者数 238人)とともに未だ多くの行方不暁者が存在

しているのである。

なお，動物の被災状況は米だ定かで、はないが，

宮城県の家斎の餓死・溺死頭数は約 140万頭と推計

され 2) またベット犬は平成 18年度で県内の主主録

頭数が 13 万 6 子顕であり，津波被災地域の{~Ij乾

塩釜，岩沼， 気仙沼，仙台市の各保健所管内

の登録頭数(平成 22年， 1111台市は平成 16年)は合計

で 95，995頭であり， 10万頭前後の犬が地震津波の

を受けた可能性がある。今後，猫を含めたベッ

ト動物と野生動物の被害の実態が把掘される必要

がある。

建物被害も宮城県が;最も大きく，全壊76，079戸，

半壊 92，209戸，床上浸水 7，061戸，床下i受水 11，194

戸，非住家被害 27，627件と，とくに津波による被

害が中心である。

被災者のうち避難を余儀なくされた県民は，ピー

ク時には， 1，183カ所:(35市町村)の避難所に

320，885人が避難生活をすることになり，被災市町

村の総人口 120万人のおよそ 27%にも至った。しか

もライフラインの被害が大きく，ピーク時の停電は

154，5494戸，水道の給水支障は 35市町村，ガス供

給支障は 13市町村，下水道処玉県場被災は 22カ所に

もなった。河川施設は 146河)11の617カ所が被災し，

道路施設は 110路線の 274カ所で規制され，落橋は

12カ所，港湾・漁港は 142漁港すべてが被災し，

12， 000隻の漁船が流失被害などを受け，仙台空港は

滑走路の浸水と空港ーピノレが中 21¥皆まで水没するなど，

公共施設と主要産業施設が被害を受けた 2)。

このような東日本大震災の被害の総額は 9月 21

日現在で，県は 7兆 2，093億円と試算しており，今

後の調査によって加算 iされていくものと見られて

いる。農林水産業関係被害額は l兆 2，274癒円と全

体の 17%を占めており，またその被害額の 97%は

21 f JlHI オζ).:.g~災による官事，!( Yi~の;波災状詰GJ 'i;;j1，!(Y.ul!Hf7ki'iiifl¥ 
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津波によるものである。水産部門は，津波が漁港と

漁船を壊滅的に披接したため，その被害額も 6，960

億円(津波被害 6，838{J意向)と最も大きい。農林業部

門では耕種農業部門が 6，144億円(津波被害 4，871

億円)，畜産業部門が 60億円(津波被害 16億円)， 

林業関係部門が 137億円(津波被害113億円)であるヘ

農業部門の被容の具合的内容告と見ると，農業用排水

機場なと守の施設の損壊と農地の流失浸水の被害額が

津波被害額の 8害IJを占めるほど大きな損失である。ま

た， -乾燥b仮設・ どの損害や， ト

ラクター・コンパインなどの機械類，野菜・米などの

作物被害，集溶生活排水施設の損壊，農地を保護する

ための海岸防がj林・堤i坊の損壊があげられる。

|可では密舎の損壊額が 7 を占め，また牛・琢・採卵

・ブロイラーなど家密の水死，餓死による被害，生

乳の出荷停止などによる被害があげられる。

複旧の過程

避難泉氏への応急仮設住宅の建設は， y芸では 3jj

14 flから約 3万戸が必要と見込み，社匝法人ブ。レハ

ブ建築協会に対し建設要請を開始した。3月 2813に

1次分として 13市町村 1，207戸が着手され，

16次までに 22，043

400 11111h 21， 899 

団地となりそれも 10月

し， 10 JJ 11おまでに

ふ残すところ女川町の l

でに完成の予定であり，

現在完成率が 99.3%となっている

3; I}U日本大災後半tJ(ilii部関係対応状況」宮校時¥JPH，j;7l(j1iiifi;

ヰ>:1&23'ド9JJ 21 1:1 

わ I}f{日本大渓災の』記録('1寄定版)j 'ilf.9~Vl~土木部平成 23 年 9JJ

rJ!H1本大災関連 応急仮設f主宅i退役状況J7~Ç淡ffAj::氷点1;

住宅諜

http://www. pre!‘ miyagi. jp/ doboku/ 11 0311 dbLtaiou/juutaku 

/kasetsu_jlllltaku_index. htm 

写真 2 仙台市あすと長町応急仮設住宅建設状況
(y良資料 4))

ライフラインは，電気が 6月 18日に津波地域外泣

復泊しているが，津波で甚大な被害を受けた地域で

水道，ガス，下水道の完全復旧は数年かか

，ると見られている。公共交通機関の復旧は，東北新

幹線が 4月 29日に全線運行J等閑，在来線も 5路線以

外で順次運行待問，パス路線は 4月 1813に仙台近郊

路線は運行開始，離島への航路も 3月末に昨暫定運

行開始など，通常的な交通インフラの再龍が lカ月

から 2カ月間で達成された。津波の被容が大きかっ

た道賂施設などの復!日において最も障害が大きかっ

(以降ガレキと称する)の撤去は市町

が中心になって行われ， 6月末までに多くの通行規制

が解除されたが，甚大な被害があった港湾施設は 24

年度内の完全復旧をめざしている。仙台空港は 4カ

月を経た 7月 2613から定期使が運行再開し，空港ピ

ルと空港アクセス道路は 9月末の復旧完了で取り組

まれた。

農業部門で大きな被害を受けた 69の排水機場のう

ち47機場では9月中旬までにポンプが使えるように

なり 9月末までに残りも完了するすP定であるが，それ

までは名取市など被害が大きかった地域では応急

ポンプが配備された。津波の被害を受けた農業排水路

のガレキは8月末までに一次処王裂が終了された。しか

しながら，名取iI工場沼市，主主玉虫fBJ，山元町，七ヶ浜

町の農地に流出したガレキは約42万111
3と大量ーで、あり，

道路復!日事情の遅れもあって，処埋されたのは，名取

市の他 1市3町の 6，370haで，進捗率は 36%と低く，

12万米の完了を目指している。農地の津波被害のも

う一つの重要な復旧事業で、ある農地の除塩対策とし

ては，浸水面積 14，300haの 91%の 13，OOOhaが除塩

対策対象となり，被害が軽微及び市街地に点在する農

地などは災害復旧対象外となった。平成 23年度では，
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すでに 23年春に施行済みの 1，150haを含め年度内に

5，250haの除塩対策が計画されており，これは全面積

の40%を占め，残りは来年度以降となるヘ

宮城県でも福島原発の放射能汚染の問題が引き起

こっており，とくに最初に牧草互の放射能線量が国の暫

定基準値を超えたこともあって，粗鋼料として給与が

自粛されたが， 9月 16日には自粛要請が解諒された。

また，稲葉を給与した牛l為から高い放射性セシウムが

検出されたことから牛肉の出荷制浪がなされたが， 8 

月 19日解除された。牛糞土佐肥においても 9月 14日現

在， 5市町村で暫定許容量を超えた線量が計測される

など，宮城県の農者産物の東日本大震災の被害種類に

放射能汚染被害が加重されている。この問題は本稿で

はこれ以上取り扱わず今後の課題としたい。

2. 名取市の津波被害と

僅!日の過程

津波洪水の歴史

仙台市，名取市，岩沼市，瓦恕Il!T，山元町などの

仙南地域の平野部では津波の被害が大きかった。こ

の平野地帯の大きな津波被災は， 868年貞観津波以

来と見なされている。三珪リアス式海岸地域では，

1896年の明治三陸津波， 1933 "l三の昭和三陸津波，

1960年のチリ地震津波で大被害を受け，その都度津

波lこ5齢、地域都市づくりが行われてきたが，仙南地

域がこの3つの津波被害が低度で、あったため住民の

津波災害への意識が低かったと見なされている 5)。

津波に襲われた名取市下増田地区北釜集落の

住民によると，大津波警報が出た後もそれほど緊急

的事態とは思っておらず，石巻市が匹大津波に襲わ

れたという情報を知ってから，自分たちも敢ないと

即座に避難行動を始めたという話があった。

名取市の閑上漁港の隣接地区と仙台空港に隣接す

る下増田地区は，名取)11と阿武隈)11の間に増回川1，川

内沢川，志賀沢)11が流れ，太平洋沿岸に接した平坦な

水問地帯で、あって名取耕土と呼ばれてきた。「名取j

とはアイヌ語で「湿田jを意味するといわれるように，

歴史的に洪水が多発してきた。名取川の洪水記録は仙

台藩の時代から確認されているが，藩政時代の 250年

間で 52回の洪水が起きている。明治43年には名取)11 

の氾j盤で 1300戸の家麗の浸水としづ大被害があり，

その後も台風による被害が頻繁に起きている。とくに

河川治水事業で、注目されるのは，仙台藩主の伊達政宗

が1596年iこ名取)iIから広主籾11まで、の約6kmの水路f木

流堀j を丸太輸送還問として建設し，また 1597~1601

年には名取川と阿武隈川の間の 15kmに f木曳堀j を

建設したことである。その後暁治初期に名取)11から七

北田)11開の開削が行われ，総延長 28.9kmにわたる運

伺が建設され，運搬機能ともに農業用排水機能がもた

らされてきた。この運河は現在，南E雪山運河，中貞111

運河，北貞山運河とよばれ一級河川として管理されて

いる 6)。近年では 1986年 8JL 1996年の洪水が起き

ており，家屋の浸水や田畑の冠水の被答が大きかった

ため，名取)11の農業用水利用と治水対策を目的として

名取土地改良区・県・名取市・仙台市・岩沼市によっ

て平成 23年から f国営かんがし、排水事業一南貞山沿

岸地区J7)が着工される計画であっ

被害の状況

名取市は，仙台市のベットタウンとしての都市化

がすすみ，市街化が拡大してきた。平成 22年 10月

1日田勢調査では，人口は 73，134人，世帯数 25，124 

世帯で，平成 17年より人口で 6.5%増，枇帯数で

11. 3%増と増加傾向にあった 8)。

津波は地設発生から約 l時間後(16時 11分)に市

の沿岸部に到達し，少なくとも 6回以上連続して何

波も押し寄せた。その結果，痕跡調査による浅水深

は， 1鶏上漁港付近で 6~8m，下橋田地区では 2. 60~ 

3.05m，その地底内でも北釜集落では 3.69~5. 18m 

と非常に大きい津波で、あった 9)。

名取市の浸水域は図 lで見られるように，市j成金

扇積(10，006ha，土地利用別面積構成;出 31%，その

他農用地 7%，森林 30%，建設用地 14%，河川及び

湖、沼 4%)の27%にあたる 2，700haと広大であった。

その浸水面積の 64.0%の1， 700haが農地であり， 9 

割は水田である 9)。市全体の農地 3，700haの45.9%

が浸水したのである。

f来日本火後災地域likJilim法総合mtJ資問(第二次総合調主EI対)

'l'IHlとりまとめ(奈川士本学会・ 13本jlj¥iIiiHu現学会 2011年 5j]

6) f名Jt記)11水系のiif1峻及びiiiJ!11の概要(祭)J liJ土交通省iiiJ)11ぬ平成

18年c12)j 11 f:I flmm!11I級河川慾俄;)!匝IJ治域保平成21"1三2月

7) fJ設鴬かんがし、排水卒業持I災IIJ孫i沿岸地iむ 東北淡政応

お) f名阪市統計 平成 21年度j名取市 平成 22年 7)J 

rJtII3本大渓災統計データj 東京大学主主祭儀法研究家ホーム

ページ htlp://wwwふlildcon.arch.t.u-tokyo.acjp/shinsai/html 

/ miyagi/ miyagUndex.html 

9)名l&rtiホームページ http://www.city.natori.miyagijp/ 



殴 l名取市の浸水区域と下地問地区 (名取市資料 10))

関の大学部分告と占めるアミの部分が浸水区域(関土地潔|淀発表による)。その中で11lJ台空港を含む白い部分は主に損壊
家屋が多い区域。空港の械と防との色が薄い音1)分は流失家屋の多い区域となっている。地図やの枠内i土地仮名，
人口(平成 23年 2JJ 31ミの名取市住弐基本台11援による)，死亡者字数(平成 23年 8月22おの時点で遺族に引き波した
i立体の住民登録日IJに区分したもの)を表したものである。

とくに際上(ゅりあげ)地区と下増間地区は，平均

標高 5mと高台がない平野部で最大 10mを越えたと

見なされている大津波襲来の際，多くの住民は 6~

9mの高さがある仙台東部道路に主主り難を逃れた。

また，下士自問地豆には仙台アクセス線鉄道によって

仙台市とつながっている仙台空港が立地しており，

この空港も津波に襲われたのであるが照辺の住民

の緊急避難場所ともなった。

名取r1iの津波による死者911人のうちとくに津波の

大きかった関上地尽に 667人と集中しており，次いで

T土問団地区が 57ノ h ノト塚原地区が 54入である 11)。

下増阪地区の海岸沿岸部にある北釜集務では， 107 

戸の集落住民はほぼ全員で津波の第一波が襲来す

るまさに直前に近接する仙台空港ビルへ 10分前後

で駆け込み難を逃れたが，集務民の中には子供の迎

えなどの帰宅途中に津波到来の情報が伝わらず津

波に巻き込まれた人々が少なからず出てしまっ

附[第 11日11:¥lsUIiあらたな米3友会設J1:¥あtrji"¥'-!i主23均三5JJ 22隠

IIl r1:¥取市震災復t!!!，il凶(楽祭)資事除草J1:¥取市 平成23年 9JI 1 1:1 
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図 21マ上自問地[玄北釜集落及び飯塚~l\存の流失. t員撲家屋と養!ほ場 (名lfx市資料 6')

3 名取fl1"の被災者救設(左)とf災地浸水状況(右) (f:，取市資料 ω)

市内の津波による家屋の被害は平成23年8月 19お 飯塚集落も住宅のみならず，非住宅も全壊流失し，

現在 11)全政住宅数が2，288件，大規模半擦が214件， 養豚;場の省舎及び関連施設が全壊流失した。

半壊が 717件，一部破損が 8，170件で合計 11，889件

である。非住宅被害は総数で 2，419件である。また，

内Ij~~部において津波の直接被害がない地域でも， 1也援

によって屋根瓦の出溶，外援の亀裂，宅地の不等沈下，

撲の倒壊などがあった。図 2は，次節以降で取り上

げる下網開地区の北釜集落と同じi也尽の飯塚集?容に

ある養豚場の位置陸であるが，北釜集落ではさ在家屋が

流失し，また主産物で、あった野菜ハウスが全壊した。

l:!l rDisaster Information…Images of Devastation in Natori city -

Update: March 19， 2011J名J!lUn

このような地域住民の津波による住民の甚大な

被害によって，震災翌日の 3J:J 12 fIには 11，223人

が 52カ所の避難所に避難した 11)。この浸水域に関

わる人口は 12，156人で世帯数は 3，974間:帯である

から，実lこ9割強の人々が避難所に避難したことに

なる。その後，順次仮設住宅の建設などによって移

住が進んだ結果， 5月 16日には避難者は 9カ所 905

人となり， 6月 22日には全ての避難所が期鎖された。

津波によって沈下，陥没，亀裂，段差の被害を受

けた道路は 393筒所，また下部補造が亀裂した橋梁

は7カmにのぼった。電気，ガス，上下水道などの
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生活インフラもとくに家患が全壊流失した地域で

は未だ後|βが器難な状態である。そのため集務地域

の住民が築関移転の婆望を市に提出している。

農業分野では，農業用排水機場の損壊が大きく，

またガレキが滞積した被害農地面接は 1，830haと 9

Jl未現在でも大量のガレキが残っていた。

名取市は以上のような被安額を 6月 27日現在で総

額 717億 474万円と試算している。そのうち，産業関

連施設として農業施設が 463億円，水産施設が 63億

円となっている。この地域には畜産業が数件しかない

こともあるが，パイプハウスやガラスハウスなども全

壊流失していることを考えると，これら高い酪定資本

が投下された農業経営の被害額の算定は今後の課題

となろう。ちなみに，名取市の畜産部門での被害は，

斎会施設 1カ所(被害額1億 7千万円)，被害頭数 1，649

(被害額3，460万円)，密度品 5トン(被害額50万円)

の合計2億 800万丹と推計されている l針。

また，名取}11 i可口から岩沼市境までの海岸線に

沿ってクロマツの訪潮・|訪風林があったが，わずか

に残っていたのは北釜集落にある防潮堤背後の樹

林だけであり，また沿岸部のサイクリングロードや

臨空公医は破壊され，美しい海岸景観が消滅した ω。

この景観価値の再評価も将来の地域寝興計画に

とっても重要となる。

福島原発の影響による名取市の放射線量測定値(地

表からの高さ 1m)は， 5 月 12 臼 ~31 日では 0.15~

O. 19μsv であり， 10 月 3 臼 ~27 13ではO.11 ~O. 13μsv 

へと低下傾向にあり ω，また畑の土壌中のセシウム

134 及び 137 の測定(乾土)では 5 月 19~20 民では

199Bq/kg， 6月 22おでは 144Bq/kgであり，収穫し

た露地小松菜には不検出であった 16)。しかし，宮城県

全域にわたる牧草や稲わらの放射能汚染の問題が発

生しておりベ水田の土壌の塩害対策とともに放射能

汚染対策及び収穫米の安全性を確保するためにも継

続的な7J<.fEの放射能測定が重要となっている。

間宮城県淡t，J;水区lfifl!薮溢i&果資料

tl fJ在日本大後災復関}文媛;司司王星 名取チーム第一次誌司王立報告 13

本遺留学会 2011年 5Jl 13日

r名取汁1!l設波放射能j!IJ定結果表j名足元市 司王成23ijo 10月27臼

「平成23年(2011年)東北地方太平洋沖地淡被災状況一名l&

$-J宮減!初出台地方振興事務所淡業長室付設備長日 平成23年

4ftJ 4日更新

1砂 f'g城民主内のJ!ミ:iili士淡などの放射能iJ!lJ定結=果についてJs減民主

i段E立E護主主主義若言語長平成23年8月初日

第 1分 (2012年)

農地の復旧等について

更新日 2011年 4jj 14日

この度の主任お本大震災により被災された皆様には，心よ

りお見舞い申し上け。ます。

市といたしまして，迅速な被災地対策と被災者支援に取

り総んでおりますが，今後とも皆様方とともに一日も早い

復興に向けた取り組みを行って参ります。

そのような中で，被災後地等の復旧につきましては，悶

の補助な受けての災害復|同事業の実施を予定しておりま

すことから，下記の事項について，ご理解とご協力安お頗

い申し上げます。

。畿地復旧について

①大最のガレキやこと砂の撤去は，市で行し、ますので，燥地

所有，背自ら行わないでください。

なお，やむを得ず自己処燥を行う場合は，市長室政課にご

相談下さい。

②漂着したゴミをその場で焼却することは，絶対やめてく

ださい。 i票者したゴミの中には.焼却すると夜警なガスを

発生するおそれのあるものもありますので，焼却しないで

ください。

③話主主安を受けたf設地については直ちに天地替えの耕転を

行わないようにしてください。表土の塩分濃度が高いjこが

すき込まれると今後作付けしたi終に農作物に何らかの影

響を与えることになりますので，実施しないようにしてく

ださい。

④I叙努の被害を受けた農地で作付けした作物は，共済のヲi

受対象になりませんので，十分注窓してください。

。平成 23年度営幾計画警察の変受について

盗容等により水稲作付自粛区域に所寂する71<1Il'こ係る

営設計爾設の変受手続きにつきましては，詳細が決まり次

第，改めてお知らせいたします。

千981…1292名取市増III学柳田 80

部署名・差是政課

滋話:022-384…2111 

資料 1 ;jj取市の農地復i日についての住民への通知

(名取$資料 13))

!i) r宮城県内の牧草の放射能jWJ主主総5牲についてJB"滅除去I'IJ盗殺

平成23年 5J~ 18 13 

「宮城県内の牧主主及び稲わらの放射能測定結果に基づく対応

についてJ ~3城県芸i1iI1f線平成 23 年 7 Ji 15日
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複l自の過韓

名取ま 3月 19おに県に応急、仮設住宅の建設を

要求し， 3月 28日に着工した。当初 910戸が要求さ

れ， 7月 9臼には 8団地に 1106戸が完成した。仮設

住宅は， lDK (6 iif)， 2DK (9 fif)， 3K (12坪)， GH(グ

ノレーフOホーム)の 4タイプが順次建てられ，先述し

たように 6月 2213には避難所が必要となくなり問

された。

名取市の農地の災害等蕗棄物(ガレキ)の撤去は，

資料 lのように当初は市が実施することとなり，

農地所有者自身による除去や焼却1，塩害iり1511このた

めの天地終え耕転の禁止が通知されていた(資料 l

参nの。しかし，そのガレキが大量であることから

前述したように県が工事をすることになり，名取

市は本格的には 6月 3日から着手され，廃棄物処

理農地 1，830ha，廃楽物撤去最 142，200m3を対象と

するになった 18)。

また，市は4月以来，津波被害を受けた家屋などの

解体・撤去を市の負組で、行ってきたが，地震被害の

似人の家長さや中小企業の事業所の解体・撤去を 7月

19日から開始し，市民の生活基盤の降建に取り組ん

でいる。

3. 名敬市下増田地区農業の 被

災酷後の実態

(1)名取市と下増田地区の地域農業一農業センサス

fj掌波被災農業集落Jの分析

名取市の総農家数は 2010年農業センサスでは

1776戸で，そのうち 42%の農家 744戸が 27の津波

被災農業集落(注，表 lの「注jを参照)に存在した。

被災集落農家のうち 81%が販売農家で，の被災農

業集落での販売農家ネ 68%に比べると大変高い。こ

れは後述するように被災地域が集約的な野菜産地

であったことによる。

名取市全体の地域農業構造の 1995 年~2010 年の

15年聞を見ると，販売農家が 608戸・31%も減少し，

しかも 65歳未満の農業に専従する者がし、る販売農家

(主業及び準主業農家)は全体の 28%しかいなくなる

(2005年)など，農業の強い手の「高齢化j が激しい。

川 f平成 23年 (2011fド)東北地方太平ヂ宇沖地渓-Jl:!t自の災2匂

)j訪日却の倣去について J ~~r域以仙台)jjJカ燦然 :Jq:主 J9rJ1:~ 業

渋村主主制1J部 司王11主23{j三7n 7 fllJ!'ifr 

市の経営耕地箇積は 2，505haで，その 88%が71<ITI 

であるように稲作地帯であるが，仙台市の近郊農業

地帯として野菜産地化がすすみ，露地野菜やビニー

ノレハウス・ガラス栽培などの集約的な農業経営が発

展してきた。一経営体あたりの平均経営耕地面績

(2010年)は1.8haであるが，規模別に見ると 5ha

米満の農家が全体の 97.3%を占めており，その零細l

経営層が減少しているのに対し， 5ha以上が増加し

ている (2005年)。この傾向は，担い手不足によって

耕作放棄地が増大し，それを借り入れて規模拡大す

る農業経営体が水稲作で、も野菜作でも形成されて

きたからである。

とくに被災集溶の農業経営は稲作と野菜作の譲

合経営として渓閉してきたのであり，その平均経営

面積は市平均より大きく 2.1haである。津波被災集

落のハウス規模は平均 22a，焔設野菜規模が 28aと

他集落に比べ大規模であり，しかもハウス野菜の主

作物であるチンゲンサイを栽培する経営体は市全

体で 45経営体あったが，その 9'frIJは津波被災農業

集落に立地していたのである。

下増田地区(旧下地1田村)は図3の太枠内ように名

取市の中心市街地から東端の太平洋沿岸に位置し，

?つの農業集落，木村上，木村下，飯塚，耕谷，杉ヶ

袋北，杉ヶ袋南，北釜で構成されている。地区総面積

は 1，225ha，人口 4，197人，(金帯数 1，457樹:帯であり

(平成 23年 2月末現在)，この地区は北側に接する

市内閑上地医と南側に接する仙台空港・岩沼市とと

もに在大津波に襲われ，家屋および農畜主主業施設の

全壊流失と浸水が起こり，地区内では 57人が亡く

なった。

下土問団地区の地域農業の構造を 2005年の農業セン

サス集落カードから分析して見ると，集落総農家 266

戸のうち販売農家率が 84%と高く，総経営耕地面棋は

534ha(回461ha，畑73ha)と地区総面積の44%を占めて

いる。農業経営体の平均経営耕地図績は2.3haと市平

均より 44%大きい規模であり，しかも 5ha以上の経営

体が 11 経営体あり，中には 30~50ha の大規模経営が

2経営体存在するなど，名取市P'lで、も大規模71<:由経営

が形成されているところで、あった。他方で，集約的野

菜経営が発展してきており，ハウス・ガラス温室を経

営する経営体が 155経営体でその平均経営規模が 14a，

蕗地野菜経営が 108経営体・平均規模 36a，施設野菜

経営が 90経営体・平均規模 44aであり，これらの
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2言者支!桑名取市塁塁議室薬害喜地図 (2005&f-センサス)

鴎 3'g>城県名取市の1223起集落上自国 (2005年センサス)

経営体が野菜怪11也を形成してきた。地区には専門的

な畜産経営体は，飯塚集務で全壊流失した有限会社

の義務場のみである。

販売農家の農産物販売金額別の分布を見ると，

1 ， 000 万以上が 17 戸あり全体の 8% ， 500 万~1 ， 000 

万が41戸 18%で， 500万円米満が 74%である。5，000

万円から l億円の経営体が l経営体存在するように，

この地域では高収益経営体の形成が見られ，とくに

耕作放棄地を含めた農地合借地する経営体が 71経

営体，借地面積が 63haに拡大しており，同時に7](

mの経営作業受委託面積の拡大がすすむなど，大規

模な経営体の進展が予想、されてきたので、あっ

(2)北釜集落の集部移転と施設園芸経営の再建;

有眼会社蔵王グリーンファームでの再起

北主主集落は下増岡地区の南端に位置し，空港とi鈴設

する地域で津波に直撃された様子はイ出合空港周辺

を撮影したテレビニュースでも全国的に知らされ

たところである。~ヒ釜集落の指定避難所は空港ビル

3階となっていて，徒歩で 5分から 10分程度の距離

にあり，桜井久一部 (75歳)集落区長は津波到来の

直前に集溶弐400名に呼びかけ全員誘導し避難出来

たが，学校にうと{共を迎えに行った親子‘が津波に気が

付かず*ごと流されてしまった不幸が悔やまれて

いる。

4のように，手前の松林が太平洋海岸にある

防機・防風林であり，緊急避難した仙台空港が写真

上部に見えるが，北釜集落は，この津波が押し寄せ

た太平洋海岸と仙台空識の間の 300mほどの範屈と

貞山運河に国まれた砂質土壌の畑地地帯にある。集

落には経営耕i也面積が 68haあり，そこにし 000棟

のパイプハウスが建てられ， 37戸の野菜農家によっ

てチンゲンサイなどの葉菜とメロンの栽培が行わ

れてきたc 津波によって集務 107世帯の家屋と

し000棟のハウス，その他農業機械(出植機灯台，

トラクター62台，コンパイン性会など;2005年セン

サス当時)が損壊流失し，農地が浸水流失したので

ある。このような生活と生産の基盤が壊滅的になっ

たため，集落住民の全員の意忘として市内市街地へ

の集団移転を名取市に申し込み，現在は市内の仮設

住宅に住んで、いる。
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?主;①「津波被災j企業築協jとは， 2010年決林業センサスデータを李11mし， 2011年3月29日現在で浸水範[2目
概況i主[(国土地耳目i涜)等の資料を法に，流失又はfft水したと捻定される耕地が含まれる農業集i容をしづ。
②x;センサス統計で、不明であること，または北議集rr;の集終カード、lこ記il主されていない項目 O

③1;5弧内の数字は2000年センサスのものである。
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写真 4 名取rI1下増沼地区北釜w，;容の宇Iti，皮被災
松村、の 1三泌が太平ì'l'iíiW日，上rmが1111会主:~i:品 100 P以|二の三~}j\が
流失し，パイプハウスが流失した， (名l&rlT資料''')

5 :Jと釜聖子主~JB~~支の白石rliíf主主グリーンファーム
での再出発(株式会社カキヤ 19))

)¥1) r株式会社カキヤ http://kakiya-k.com/index.html
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北釜集落の野菜陣地は，低線地帯の排水不良と頻

繁に発生する中小汚J11の洪水対策のために 1951

「名取耕こと排水改良期成同盟会Jが結成され，長い

運動の結果 1967年「医営名取J11農業水利事業Jが

着工し 1969年には名取土地改良区が発足して 1971

年に竣工し，野菜団地としての基盤整備が出来上

がった。この土地改良によって新たに 221mが造成

された結果，現在の耕地箇積になっている。

今年は土地改良事業の完成後 30年侵でもあり，

土地改良負担金の返済も終了し，これから連作障害

を回避するためにも地肢の耕作放楽地を借地し規

模を拡大しようとする農業者が野菜農家 37名中 31

名にも増加していたのである。北釜集落の耕作放棄

地の推移をセンサスで見ると， 1995年では 43戸の

所有者が 1228aを放棄していたが 2005年には 18戸

の412aと減少している。

北釜集落は 1960年代から砂質土壌を生かしたメ

ロン，大根，カブ，ハクサイの産地で、あったが， 1985 

年頃からチンゲンサイが導入され， 1996 &f三から農協

共販になって本格的なチンゲンサイの主産地形成

がなされた。野菜匝i也の中心的な集団組織である北

釜野菜出荷組合は21名の組合員で運営されており，

その年間生産出荷量は仙台市場の8害IJを占めるほど

に成長ーした。出荷組合員の生産野菜はチンゲンサイ

を中心に，小松菜，みず菜， トマト，ゆき菜，ほう

れん草などであり，年間 4.5作の作付け体系が完成

されてきた 20)。

野菜経営者の新たな再建行動

北釜の野菜大産地が津波で崩壊し，住民の多くは

仮設生宅に住んでいる状況の中で，野菜経営の再ム建

の動きが尽くから出ている。そのーっとして 3戸

の農家が f北釜耕入会j を結成し，市内の耕作放棄

地を借地して 5YJ 5日には小松菜を播種し， 6月 8

Eに初収穫を迎え， 30ケースが仙台市場に出荷され

た。その後1.5haまで面積を拡大し，露地経営から

パイプハウス栽培化を目指している 21)。

叩) fJA ;:g，耳元治iBの特産物ーチンゲンサイ JJA ii耳元法is

h世p:Ilwww.ja-natoriiwar叩 ma.or.jpl productlindex.html拝003

f宮城の長霊祭弘二及現地情報j

http://blog.goo.ne.jp/ miyagifukyul el c5c53bdOdf8alc3b9a02 

321fl418c551 

区長でもあり前北釜野菜出荷組合の組合長でも

あった篠井久一部さんもまた早くから仲間ととも

に再起を開始した農業者で、ある。桜井さんは，被災

前までには家族 4名(妾，娘，母)の世間:で，農業労

働力は姿と 2人のいわば ""(' 

あった。 100坪パイプハウス 40棟規模で，チンゲン

サイを陪じ棟では連作しないように， 40棟に採り分

けて年4.5回生産出荷(一回 100ケース)する経営方

式を確立してきた。その連作回避の効果と収読のリ

スク分散のためにメロン作を絞り入れ，年間 15i索

を栽培してし

また，野菜臨芸経営部門とともに水間稲作な 60a

作業受託するなどの複合経営によって，総農業~又入

が 2，000万円台を実現していた。

桜井さんが父親から農業をおれ、だのはサラリー

マンを退職した 45歳の時であるが，それ以来 30

間にわたる経営成果が 3YJ 11日の三陸沖大地震に

よる任大津波によって一瞬のうちに破壊され，パイ

プハウス，農機具など経営手設の全てが流失させら

れ，かっ 500坪の @I宅も 5台の軽自動車，トラック，

乗用車も流失したのである。

しかし，区長として集務住民の集団移転の対策をと

りつつ，地域農業のリーダーとしても野菜罰芸経営の

再建に早くから取り組んだ。そして 2011年 6月に

は，以前から市場取引で関係のあった白石市の食品

加工企業 I(株)カキヤjの子会社である(有)蔵王グ

リーンファームの直営農場の経営に参加したので

ある 21)有)蕨王グリーンブアームは，カット野菜

の製造販売会社としてカキヤの関連子会社として

1995年に設立されたが，材料は購入で野菜の直営生

産を将来計画として持っていた。会社は，高い技術

と経営能力をもっ北釜野菜出荷組合の桜芥さんと

親しい仲間を入れた総勢6名 (50歳代 3名。 60歳代

2名， 70歳代 l名)の農業者を改めて全員取締役か

っ農業被蔵用者(当面月給 25万円，名取市仮設住宅

から送迎パスで通勤，勤務時間 8 時~17 時)として

招き入れ，新たな野菜鹿営事業を開始した。場所は

名取市から 30km離れた宮城県白石市福務深谷集落

で高齢化によって放棄された畑 30aを借地し， 75 

坪パイプハウスを22棟建設している最中である(写

真 5参照)。数年以内には 1haまで規模拡大し，労

働力も若い新規就農希望者と中国研修生4人を採用

する計画である。
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以上のような北釜集務の野菜農業者は，集溶の復

興の将来が定かでない状況の中であらたな生活と

生産経営の再建の場を集落外に求めている。今後，

仮設住宅から集団移転先での家屋建築に関わる問

題や借地農業経営の持続性確立の開題，集溶に残さ

れた土地や家屋の処理院題などの解決のために多

くの挑戦が続けられて行くのであろうが，このこと

は現在の被災地の状況がし、かに再建不可能に近い

状態にあるかを窺い知らされるのである。

(3)個別養豚経営の災害状況と支援プロジェクト，

備)名取ファーム Fありが豚J

下I雪国地区の飯塚集落で(有)名取ファームを経

営する高橋通義さん(62歳)は地箆後に畜舎施設の

液状化状況を工事業者3人と点検し芯急処置を施し

ていた。一時間ほどして業者も帰り，一緒にいた突

さんや家族を自家用車で帰宅させ，コンポストの電

源、を切りに登った直後，すぐ近くの海岸松林に押し

寄せる津波が見えた。高さ 7mのコンポストの鹿根

部分によじ登ったときには，畜舎がつぶれ，数頭の

豚が浮き上がり，餌タンクが回転し，給餌ワイヤー

が切れ，畜舎照辺は大量のガレキがぶつかり，押し

流れそうになっていた。残っていた従業員…人は高

さ4mの餌タンクによじ登ったがタンクごと流され，

連良くタイヤにつかまって仙台東部道路の近くで

救出された。しかし，高橋さんはそのままコンポス

トの屋根下(写真に屋恨が見える)に逃れたが，夕方

になってみぞれ混じりの天気になり気温が下がっ

てきたので，堆肥の温度が 65度と媛かいコンポス

トの中で夜を過ごした。翌臼の昼頃でも浸水の高さ

がまだ膝ほどあり，ガレキの上を 3時間程かかつて

水の引し、たアスフアルト道路にたどりつき，途中で

何人かの人と出会って避難所を教えて貰い，薄暗く

なっていた午後5時頃やっと避難所の文化センター

に行き着くことが出来た。集溶には地域スピーカー

があったが停電のため地震後の津波部来について

の情報が流れず，多くの住民は前もって避難行動を

することが出来なかったのである。

被災後のこの養j広場について，写真 6のように被

災した豚が壊れた餌料タンクの中に帰ってきてい

たことが感動的なニュースとして取り上げられた。

タンクの中には 4頭，周辺に 3頭の計 7頭が帰って

きているのが見つかり，また被災後落ち着きを取り戻

した近所の人たちが壊れた家屋に棲んで、いた 10頭に

アーム養1I家場(2011年9月筆者撮影)

(下)帰ってきていた!隊、たち， ~哀れた飼料タンクのやで、

(養豚場提供)

ベットフードと水を与えていたことや， 5頭の母豚

が出産していたことなど，近隣の住民とボランティ

アの懸命の綜捜索で総数 97頭が救護された。これ

らの救護された豚は，養豚;場の再建を期して，宮城

県栗駒地区の牧場で飼育されている。

有限会社名取ファームは被災時には，雄種豚 11

頭， 母豚 170頭議育子諒 366頭，日記育子豚1， 132 

頭， IJ邑育仕上j涼 360頭，繁殖用育成雌豚 53頭の合

計 2，092頭が飼育されていた。救護された割合は飼

育頭数の 4%ほどであり，大部分の豚は名取市に

よってへい獣処理された。

高橋さんが養認を始めてからの歴史は 40年以上

と長い。当初は神奈川県綾潮市にある先進的な企業

養豚(2つの牧場で 1200頭母豚一貫経営，経営者は

阜くからストール飼育ではなくストレスが低い群

銅方式を採用していた)に 7年罰つとめ，その後経

営者の娘さんで、あった方と結婚され， 1979年から白石

市の実家に戻り，農業経営の後継者となった。当時の

経営は探視が母豚 10頭の一貫経営と採卵鶏 100羽，
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水田 20aの規模の経営であり，ストール方式の飼育

方法で、あった。 1980年から畜舎 10aに改築し，母紘

50頭一貫経営へ拡大，多頭化による糞尿処湾!のため

ボブキャットを導入し，家音糞は野積み後近隣の野

菜農家へ供給することにした。 1983年には名取市の

農場跡の紹介を受け， 3年かけて隠:豚 200頭一貫経

営を実現し，企業的経営に転換する内容として，

を会計など事務管理専従とし，作業労働者 3人

用して，週休 1日市IJを実現した。また，現在救護し

た豚を飼育している宮城県栗駒にある農場 f農事組

合法人尾松養豚組合J(山林 8ha，畑 1ha，音舎敷地

6. 7ha)を 1991年から組合員 5名で共同経営してい

る。その農場で現在の母綜 80顕一貫経営を 100頭

まで拡大していく計回iである。名取市の養!ほ場が壊

滅している状況において，名取ファームの再建に

とってもこの農場との連携が重要な経営計画とし

て検討されている。

(有)名取ファームが大岡本大震災の被害養豚場

としてマスコミに注目されるようになったのは，高

矯さんの娘さんの広報活動が大きな役割をもって

いる。

自宅が白石にあることから当初は(有)名取

ブアームの豚肉は「白石ス・ワインj という販売元名

称で直売方式をや心lこマーケティングを行ってき

た。飼育方法を， Non-GM・Y!(Ii抗生物質.1!貯金薬の飼

料の給与と肉骨粉無使潟，竹炭ミネラノレ水給与，糞

尿処理にエコ菌の利用など内容とする方式に改善

し，みやぎ生協などの消費者剖体への政直流通から

個人消費者への宅配システムを 20例年から開始し

た。とくにブランド名を「ありが}ばJとして命名し，

2006年にはほ侍しあわせな豚 ありがとんj を商

標登録している。娘さんが東京に住み食育関係の仕事

をしていることもあって，様々なイベントで宣伝を

行っていたことが，今回の津波による壊滅的な被害

の復興に都市市民のサポートを得るシステム開発

に繋がっている。 2年ほど前からこのような農家出

身で東京など大都市に住む若者が実家の農業経営

を側面援助する目的で交流イベントやインター

ネット通叛を手段とするネットワーク事業「農家の

}せがれネットワーク jが立ち上がっている。この

ネットワーク上で「ありが豚応援サボーター募集j

を立ち上げており，一口 l万円のサポート金を援劫

して貰い，経営が l年ほどで再建したときには「あ

りが豚j豚肉が 2[Ei)サボーターに届けられるという

内?iJ.である 10月末現在で 1，500名のサボーター

が申し込んでいる。ニのシステム自体の保証がどの

ようなものであるのかは，まさに(有)名取ファーム

の再建計画と今後の実現如何にかかっているわけ

であり，経営の再建にかかる責任は重い。

4. 結びにかえて

この記録は東日本大震災被災後のおおよそ半年

間の実態を調査したものであり，被災にあった方々

の生活と経営がいまだ先行き分からない器難の中

で多くの方々に協力して裁いた。 rft~ く感謝をすると

ともに，時起への志をいつまでももたれて行かれる

ことを望みたい。また，地域の関連機関，とくに行

政の担当者の情報収集と整理，その公表の成果には

大きな敬意を表したいと思う。筆者のj絞られた調査

期間によって残されたこと及び誤ったことも多い

と思われ，ご指摘をお願いするとともに，今後少な

くとも 3カ年をかけていっそうの正確な記録作成に

努力したし、思う。

ぷ) r，;:主::Eありが収見、綬サポークー募集J

http://kosegare. net/news/news/view/00000000036 
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